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毛植物 Aurearena cruciataの分類，系統的な位置の解明を行うと同時に，A. cruciataを加えて PXクレードの
483
系統関係を明らかにしたものである。その結果にもとづいて，新綱 Aurearenophyceaeを提唱し，PXクレー
ドの進化について考察している。論文は 2 章で構成されている。第 1 章で，新規不等毛植物 Aurearena 

























審 査 の 結 果 の 要 旨
　甲斐厚氏は，本論文において，現在の水圏の主要な生産者である不等毛植物のなかで，多細胞化を果たし，
沿岸と陸水に分布域を広げた PXクレードの構成と系統について，新規に発見した Aurearena cruciataの研究
を通して，新たな知見をもたらした。本研究によって，不等毛植物門における綱を超える系統群 PXクレー
ドの単系統性と，クレード内の系統関係を明らかにした。これは，世界の多くの藻類の研究者が解明を目指
していたものであり，研究の成果は国際的に高い評価を受けている。甲斐氏は，PXクレードの進化について，
細胞壁形成に関与する EVが 4つのサブクレードが分岐する以前の比較的初期に獲得された可能性を指摘し
た。これは，重要な指摘であり，今後，EVの機能や形成過程などの詳細な観察や分子系統解析によって，
検証されていくことになると思われる。本研究は，PXクレードの 4サブクレード間の系統関係及び， PXク
レードや 4サブクレードを分類群として定義しうる共有派生形質の解明，PXクレードが不等毛植物門内に
おいてどのように多様化し，また褐藻のような多細胞体が進化してきたかなど，不等毛植物の今後の研究が
取り組むべき多数の課題を提示することに成功しており，藻類系統学に新たな研究領域を拓いたことは，高
484
く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
